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へぇ・・・今年の 10 月は 

「福音宣教のための特別月間」なんだ・・・で、一言 

カトリック阿倍野教会 主任司祭 山本英明 

 

ある方（故人）が、教会から遠ざかっている娘に、「お母さん、家でまで、教会、神

父、信者への文句を言うぐらいなら、教会なんか行かなければいい」と言われたこと。

そして「数年間、なんのために教会に行っているかわからなくなっていた」と打ち明け

てくれた。神様の導きと彼女の気づきに感動した。 

 福音宣教は教会を賑やかにするためではなく、「自分」が受けた福音（神様からの

良い知らせ）を伝えること。社会や教会や他人に対して文句を言うことでなく、「自分」

が受けた神様の救いのみ言葉を、まだ救われていない人々に伝えることです。 

そして、特に家庭生活に召された方々は、まず自分の家族に福音を伝える。自分

の家族へ福音宣教もできないのに、教会で、あーだこーだ、福音宣教だと言ったとこ

ろで、なんの説得力もありません。 

「あなたがたはキリストの体であり、一人一人はその部分です。神は、教会の中に

いろいろな人をお立てになりました。」（1 コリ 12・27～28）私たちにはいろいろな働き

があります。そして、さらに「信徒の霊的生活は、結婚生活あるいは家庭生活、独身

ややもめの身分、病弱の状態、職業や社会上の活動などに応じて、それぞれの特

徴を帯びるものである。したがって、信徒は、その身分に合った、自分に授けられた

天分とたまものを絶えず錬成し、聖霊から受けた各自固有のたまものを使うようにし

なければならない。」（信徒使徒職に関する教令） 

「自分」自身、そして「自分」に神様から与えられた境遇と天分を見つめなおし、召

された立場、職業においてまず福音宣教をしっかりしてほしい、そう思います。 
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広島巡礼感想 8 月 4 日～7 日 

 

戦争の詳しいことを知らなかったので、広島に行く前に、[火垂るの墓]の DVD を借

りてきて見せてもらいました。 

戦争の怖さが伝わってくる実話の物語でした。特に主人公の妹さんは本当に辛か

ったと思います。 

そして広島に行き戦争のことを学びました。原子爆弾のこと、爆心地の事、死んで

いった人々。 

戦争が終わったのは国の為一所懸命に戦ってくれた人達のお陰なんだと、戦って

くれた人が居たからこそ今の私たちがいるんだと思いました。 

これから些細な事でも、いや、些細な事から平和につながることをしていきたいと

思いました。 

戦争は絶対忘れてはいけない事だと思います。今も、これからも。 

中学一年  今西のえる 

 

僕は広島巡礼には今回が初参加でしたが、とても良い経験ができました。 

特に印象に残ったのは、平和行進です。僕はもともと歌が好きですが、平和行進

のように街中で思いっ切り歌う機会はなかなかありません。学校では思いっきり歌え

ますが歌いたい歌はあまりありません。なので、今回の平和行進はとても良い経験

になりました。 

 原爆資料館では、なかなか知ることができない詳細な情報を知ることができました。

例えば、今までの僕の原爆に関する知識は、たくさんの人の命を、熱風や爆風、放

射線で奪い去っていったことぐらいでした。しかし、資料館の建物疎開をしていた子

供達や普通の子供達の最後の言葉やかろうじて原型をとどめている遺品を見て、死

んだ人の家族や友達の気持ちを想像すると、胸の奥からこみ上げてくるものがあり

ました。 

 今回の、広島巡礼は、クイズなどの興味を引かせる工夫を取り入れていただき、疲

れを感じることもなくプログラムに取り組むことができたので、とても良い経験になりま

した。来年もあればまた参加したいです。 

                                    松前 鳳 
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青年と子どもの錬成会感想  

8 月 16 日～18 日 京都府民の森 ひよし 

私は今回初めて大阪教区の錬成会に参加して、初めてのテント作りや本格的な

班行動など、いろいろなことを体験しました。 

 １日目では、班に分かれて自己紹介をして、初めて会った人と話すことが出来まし

た。夜には、肝だめしもしました。少し暗めの山道だったので懐中電灯の光りだけで

歩くのは、あまりあじわうことが出来ない怖さだなと思いました。 

 ２日目には、ハイキングをして、本格的な班行動をしました。聖書にかかれているク

イズを班のみんなと協力して解いていき、ゴールを目指して歩きました。疲れましたが

そのあと食べた夜ご飯はとっても美味しかったです。 

 ３日目では、昼ごはんにそうめんを食べ、暑かったけど心は涼しくなりました。ミサを

受けたあと、玉造教会へ帰りました。 

 ３日とも晴れて、新しい友達ができた錬成会では、神様のお恵みを感じることがで

きました。貴重な体験をさせていただきありがとうございました。       河野佑奈 

 

私は初めてこの錬成会に参加しましたが、メンバーのみんなと仲良くなれたのが、 

嬉しかったです。 

キャンプに行って一番印象深かったのが、テント作りでした。本格的なテントを五

人で組み立てました。意外と中が広くて驚きました。夜にみんなとしりとりやキャンプ

ファイヤーをして、親しくなれました。リーダーもとっても明るくて、みんなを盛り上げて

くれました！かまで焼いたピザやホットドッグがとても美味しかったです！ふだん味わ

えないものが食べれて良かったです。オリエンテーリングでは、自然を楽しみながら、

聖書の勉強や、神様の事について教えてくれて、もっと知ることが出来ました。楽し

かったです。 

 最後に三日目の朝に野外ミサがありました。建物の中でするミサと違って、清々し

くて気持ちよかったです。 

 とっても楽しいキャンプでした！慣れない環境だったので少し疲れましたが、違う教

会の子達と触れ合えました。また今度会っていろいろお話したいです。 

 たくさん楽しい体験が出来て良かったです❕ ありがとうございました。 

河野里奈 
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１０月の予定  

 

キリスト教講座案内  

実施日  時間  内容  場所  

木曜日  10:00～11:00 聖書講座  ホール食堂  

土曜日  14:00～15:30 入門講座  2F グループ室  

 

朝の祈り 主日ミサ前「ロザリオの祈り」を行います。 

おにぎり作り 火曜日 14:00 （22 日は、祝日のためお休みです） 

 

日付  ミサ 行事等  掃除  

10 月  6 日  （日） 年間第 27 主日  評議会 12:30 
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 12 日  （土）   ➁ 

 13 日  （日） 年間第 28 主日  あべのフェスタ  

 19 日  （土）   ③ 

 20 日  （日） 年間第 29 主日  インターナショナルデー２０１９ 

世界宣教の日（献金） 

 

 27 日  （日） 年間第 30 主日   ④ 

11 月  1 日  （金） 初金ミサ 10:00    

 3 日  （日） 年間第 31 主日  慰霊祭 ミサ後  

評議会 12:30 
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⑤ 

                  ※インターナショナルデー（旧国際協力の日） 

                    大阪カテドラル聖マリア大聖堂にて 

                    ミサは 11:00～、交流会は 12:30～ 

 

☆ 天国での再会を願って ☆ 

 アロイジオ  藤田 政治 さま 9/27 帰天 

 


